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歩行開始後 1 年を経たもののうち、自他覚的な異常所見は、関節包弁術群の38% にみられる。
2. 動物実験
未成熟犬の大腿骨頭壌死をおこさせる平山の実験にもとづき、頚部絞振をおこなうと同時に、有茎
の関節包弁を挿入固定した。 2 週後では関節包弁は、 骨頭靭帯のように関節軟骨につらなり、 腹部
大動脈から注入したベルリン青は関節包弁を青色に染めている。
microangiogram および Spalteholz 透明標本では、関節包弁から侵入した血管網は骨頭核内を骨端
線にそって延びている。
H.E 染色による組織標本では関節包弁からの血管を伴う滑膜性結合織は壌死骨梁をとり囲み修復
像を呈している。
〔総括〕
関節包弁術はエピフィシスの病的状態の進行を最小にとどめることができる。しかもペルテス病後
にみる骨頭変形は、著者の調べえた比較群および過去に報告された保存的療法の成績からみても、も
っとも少ない。このことはある程度の阻止は不可能とさえ考えられていた股関節症への進展が、大巾
に減少する可能性をもつものである。一方、学童期の子供を長期間歩行を禁止させて治療することは、
少なからぬ問題がある。関節包弁術を施行した症例は、修復の経過がきわめて早い D これは新生骨形
成度、および晩期への移行の期聞からみても明らかである。著者は関節包弁術が従来おこなわれた種
々の治療に比しその効果のきわめて優秀であることを確めえた。
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論文の審査結果の要旨
有茎関節包弁挿入手術はエピフィシスの虚血性壌死にともなう病変の進行を最小にとどめることが
できる。しかもペルテス病後にみる骨頭変形は、今回の対照とされた比較群および過去に報告された
保存的療法の成績からみても、もっとも少ない。このことはもっとも治療困難な股関節症への進展が
大巾に減少する可能性をもっO 一方、有茎関節包弁挿入手術は、修復の経過がきわめて早く、これは
活発な学童期の子供にとって、大巾な免荷期間の短縮が可能である。
有茎関節包弁挿入手術は従来おこなわれた種々の治療に比し、その効果のきわめて優秀であること
を立証した。
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